
　
　
　

当
組
合
は
甲
賀
町
の
西
の

　
　
　

玄
関
口
に
位
置
し
、Ｊ
Ｒ
草

津
線
、県
道
草
津
伊
賀
線
が
集
落
を

南
北
に
二
分
す
る
よ
う
に
東
西
へ
、
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輝け未来輝け未来

①

「（
農
）こ
う
か
高
野
」と
は
？

現
在
の
取
り
組
み
は
？

今
後
の
取
り
組
み
は
？

農事組合法人
   こうか高野

たか　　の

甲賀町高野
 こう    か ちょう たか  の

た
か 

の

更
に
新
名
神
高
速
道
路
が
通
過
す

る
大
変
交
通
の
華
や
か
な
地
域
で

す
。平
成
3
年
に
圃
場
整
備
の
完
成

と
共
に
転
作
を
中
心
に
し
た
集
落

営
農
組
合
が
発
足
、小
麦
の
転
作
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
67
戸
の
全

組
合
員
が
参
画
し
、営
農
活
動
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、国
の
農
業
施
策
の
変
化

と
農
家
の
高
齢
化
か
ら
、将
来
に
向

け
た
組
織
体
の
見
直
し
を
行
い
、平

成
18
年
に
特
定
農
業
団
体
へ
、更
に

は
平
成
22
年
に
法
人
化
し『
農
事
組

合
法
人　

こ
う
か
高
野
』を
設
立
し

ま
し
た
。

（
Y
）

農事組合法人
   こうか高野

　
　
　

全
地
権
者
67
戸
が
組
合
員

　
　
　

登
録
し
、出
資
金
800
万
円
と

営
農
組
合
の
機
械
の
す
べ
て
を
引

き
継
ぎ
、集
団
転
作
小
麦
の
栽
培
、

水
稲
機
械
作
業
の
受
託
、農
地
利
用

集
積
に
よ
る
水
稲
の
全
面
受
託
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。ま
た
、小
麦

作
の
不
適
地
圃
場
へ
の
飼
料
用
米

を
疎
植
栽
培
し
な
が
ら
経
費
削
減

と
収
量
確
保
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、米（
飼
料
用
米
を
含
む
）

と
麦
及
び
作
業
受
託
が
主
な
売
上

で
あ
る
こ
と
か
ら
、国
の
農
業
施
策

に
よ
る
交
付
助
成
金
が
な
く
て
は

経
営
体
と
し
て
の
存
続
維
持
が
厳

し
い
現
状
で
す
。

　
　
　

今
後
も
組
合
当
初
の〝
高
野

　
　
　

の
土
地
は
高
野
で
守
る
〞の

心
意
気
を
組
合
員
皆
が
忘
れ
る
こ

と
な
く
、更
に
は「
お
互
い
さ
ん
」の

気
持
ち
を
大
切
に
全
員
参
加
を
心

が
け
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
25
年
か
ら
は
新
た
な
取
り

組
み
と
し
て
、女
性
を
中
心
に
し
た

野
菜・園
芸
グ
ル
ー
プ
を
募
り
、「
イ

チ
ジ
ク
」「
か
ぼ
ち
ゃ
」「
玉
葱
」の
栽

培
を
始
め
、楽
し
く
集
団
作
業
を
し

な
が
ら
、収
穫
の
喜
び
や
野
菜
作
り

の
大
変
さ
も
共
有
し
、仲
間
の
絆
を

深
め
て
い
ま
す
。ま
た
、水
稲・麦
作

の
機
械
作
業
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
班
を

通
じ
た
若
い
後
継
者
の
仲
間
づ
く

り
や
、子
ど
も
の
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
の
体
験
圃
場
を
設
置
し
、自
然

と
ふ
れ
あ
い
、お
米
の
大
切
さ
や
食

べ
物
へ
の
関
心
と
農
業
を
理
解
す

る
心
を
育
め
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
高
野
一
農
場
を
目

指
し
、集
落
内
農
地
の
一
元
管
理
が

で
き
る
組
織
体
に
発
展
し
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
法
人
設
立
5
周
年
目

に
あ
た
る
こ
と
か
ら
11
月
23
日

は
、
記
念
事
業
と
し
て
の
「
収
穫

感
謝
祭
」
を
集
落
あ
げ
て
の
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
取
り
組
み
、
住
民
、

組
合
員
の
皆
さ
ん
と
共
に
自
然
の

恵
み
に
感
謝
し
、
地
域
の
ふ
れ
あ

い
を
深
め
る
機
会
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 



　

次
に
具
体
的
な
遊
休
農
地
の
解
消
事
例
を
紹
介
し

ま
す
。

○「
Ｊ
Ａ
農
場
」と
し
て
遊
休
農
地
を
再
生

 　

Ｊ
Ａ
こ
う
か
で
は
、

地
域
と
連
携
し
、
地
権

者
か
ら
農
地
を
借
り
受

け
「
Ｊ
Ａ
農
場
」
と
し

て
再
生
さ
れ
て
い
ま

す
。
水
口
町
虫
生
野
地

先
の
圃
場
で
は
、
担
い

手
が
こ
の
農
地
を
借
り

受
け
、
玉
葱
を
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。

○
遊
休
農
地
を
再
生
し
、
レ
ン
コ
ン
栽
培

　

水
口
町
水
口
地
先
で

は
、
農
業
委
員
が
レ
ン

コ
ン
栽
培
を
希
望
す
る

方
に
農
地
を
紹
介
し
、

葦
の
生
い
茂
る
約
70
ａ

の
農
地
が
開
墾
さ
れ
、

レ
ン
コ
ン
が
栽
培
さ
れ

て
い
ま
す
。
元
々
非
農

家
の
方
で
す
が
、
地
元

産
の
レ
ン
コ
ン
を
出
荷

し
た
い
と
意
欲
的
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
委
員
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー
ル
等
の
調
査
を
実
施

し
た
結
果
、平
成
25
年
12
月
末
の
市
内
の
遊
休
農
地

は
、約
6
、9
0
0
筆
、
636
ha
で
あ
り
、平
成
24
年
度

の
調
査
の
648
ha
よ
り
若
干
減
少
し
て
い
る
も
の
の
大

き
な
面
積
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

甲
賀
市
の
農
業
は
、
平
坦
地
域
と
中
山
間
地
域
に

分
か
れ
て
お
り
、
稲
作
を
中
心
に
展
開
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、

消
費
者
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
輸
入
農
産
物
の
拡
大
な

ど
に
よ
り
農
産
物
の
価
格
は
下
落
し
、
農
業
経
営
は

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
従
事
者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
、

野
生
鳥
獣
に
よ
る
被
害
の
増
加
や
相
続
に
よ
る
農
地

の
所
有
者
の
分
散
化
な
ど
の
要
因
に
よ
り
、
遊
休
農

地
の
大
幅
な
減
少
は
難
し
く
、
食
料
自
給
率
の
向
上

と
市
民
の
良
好
な
生
活
環
境
の
保
全
の
た
め
遊
休
農

地
の
早
期
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

○
一
般
企
業
に
よ
る
遊
休
農
地
の
再
生

 　

一
般
企
業
で
も
解
除
条
件
付
き
で
農
地
を
借
り
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
土
山
町
頓
宮
地
先
で
は
茶

畑
を
再
生
し
、
栗
や
薬
草
の
栽
培
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

農地部会
シリーズ
農地部会
シリーズ

遊
休
農
地
対
策

2

甲賀市農業委員会だより  №19　②

遊
休
農
地
の
現
状
と
課
題

遊
休
農
地
の
解
消
事
例
紹
介

　

ま
た
、
甲
賀
市
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、
耕
作
放

棄
地
対
策
部
会
に
よ
り
耕
作
放
棄
地
の
再
生
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
解
消
事
例
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
、
遊
休
農
地
の
解
消
に
努
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
交
付
金
事
業

平
成
25
年
度
実
績　

再
生
地
区　

7
地
区

再
生
面
積　

462
ａ

交
付
金
額　

3
、
2
7
1
、
０
０
０
円

耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
推
進
事
業

自
走
式
草
刈
機
貸
出

（
T
）



　

農
業
委
員
会
で
は
、不
耕
作
地
解
消
事
業
の
実
証

圃
場
で
、獣
害
に
強
い
作
物
の
検
証
を
行
っ
て
い
ま

す
。圃
場
が

あ
る
甲
南
町

塩
野
地
先
で

は
、シ
カ
、イ

ノ
シ
シ
が
出

没
し
ま
す

が
、こ
ん
に

ゃ
く
い
も
と

山
椒
は
被
害

に
遭
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

農
政
部
会
で
は
、
年
度
当
初
に
業
務
計
画
を
決

定
し
、
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
獣
害
対
策
に

つ
い
て
も
獣
害
に
強
い
作
物
の
検
証
や
、
甲
賀
地

域
獣
害
対
策
協
議
会
に
委
員
を
派
遣
し
、
先
進
地

研
修
等
か
ら
獣
害
対
策
に
関
す
る
情
報
を
地
域
に

発
信
し
て
い
ま
す
。

　

甲
賀
市
で
は
、
獣
害
対
策
を
農
業
に
お
け
る
重

点
施
策
と
位
置
付
け
、
鳥
獣
被
害
防
止
総
合
対
策

事
業
で
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
3
年
間
に
市
内
で

設
置
さ
れ
た
防
護
柵
の
総
延
長
は
約
300
㎞
と
な
り

ま
し
た
。
防
護
柵
に
よ
る
防
除
効
果
は
一
定
の
成

果
が
見
ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
柵
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
昨
年
の
台
風

に
よ
る
防
護

柵
の
被
害
に

つ
い
て
も
、

各
地
域
で
は

復
旧
作
業
が

行
わ
れ
て
い

ま
す
。
集
落

環
境
の
点
検

を
行
い
、
獣

を
寄
せ
付
け

な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ

う
。

獣
害
対
策

3

農政部会
シリーズ
農政部会
シリーズ

③　甲賀市農業委員会だより  №19

（
T
） 山　椒

こんにゃくいも

昨年の台風による被害直後

修理後

ワラビ

獣
害
に
遭
い
に
く
い
作
物

　

ま
た
、
山
菜
の
ワ
ラ
ビ
も
、
シ
カ
の
被
害
が
少

な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

（
Ｍ
）



1. 田（水稲）の部

2. 畑（普通畑）の部

3. 畑（茶畑）の部

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 備考デ－タ数

甲賀市一円

（参考）甲賀市平均

（参考）物納支給（件数） 米60㎏ 米30㎏ 合　計
18 42 60

（参考）使用貸借権（無料）

大規模基盤整備地域
基盤整備地域
未整備地域

9,000円
5,600円
4,800円
5,900円

9,000円
9,000円
7,210円

9,000円
2,000円
2,000円

88
244
160
492
489

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 備考デ－タ数

甲賀市一円
土山町・水口町・
甲賀町・甲南町全域 10,000円

14,100円
12,700円

10,000円

15,000円

10,000円

12,000円

3

6
9
0

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 備考デ－タ数
甲賀市一円

信楽町　全域

5,000円 7,000円 3,000円 11
8（参考）使用貸借権（無料）

（参考）使用貸借権（無料）
（参考）甲賀市平均

農地賃借料情報の提供 　平成 25 年 1月から12月までに締結（公告）された
賃貸借における賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のと
おりとなっております。
　この賃借料情報は、参考として提供していますので、
貸し手・借り手の双方が、話し合って決定してください。

（平成 26年 6月10日、第３５回総会において報告）

4

※1　データ数は、集計に用いた筆数である。
※2　平均額は、算出結果を四捨五入し１００円単位としている。
※3　「（参考）甲賀市平均」の平均は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数により加重平均した値である。

甲賀市農業委員会だより  №19　④

　農業委員会では、4月の総会で平成 26年４月から平成 29年 3月までの活動方針及び平成 26年度の
業務計画を決定し、活動していきます。

① 行動する農業委員会の実践 
② 農政活動の推進 
③ 優良農地の確保と効率利用の推進 
④ 多様な農業経営の育成支援 
⑤ 農業者年金制度等の加入推進 
⑥ 農業情報の提供 
⑦ 農業施策に対する建議、要望 
⑧ 食育と地産地消 
⑨ 関係機関等との連携強化 
⑩ 農地情報の整備充実 

農地相談、農地利用調整活動の実施、農業関連制度等の活動を推進
農業者の意向等の把握、関係機関への要望活動
農地パトロールによる遊休農地の拡大防止、農地中間管理機構による担い手への農地集積や集約化を推進
人・農地プランの作成・見直しへの支援、新規就農者への支援
農業者年金制度の加入や家族経営協定の締結の推進
農業委員会だよりや市のホームページの充実
農業施策に対する建議・要望活動、農業施策の検証 
学校給食への地場産食材の利用拡大等による地産地消の推進、食の安心・安全の確保
農業関係機関等との連携を強化
地図情報の整備による農用地の適正化、農家台帳システムの活用による基礎資料の精度の向上

～農業委員会活動方針、
               業務計画の策定～

重点活動方針 平成 26年度業務計画（具体的な内容）

行動する農業委員会行動する農業委員会

詳細につきましては、甲賀市のホームページで掲載しております。
アクセス方法／甲賀市ホームページのトップページ → 事業者の方へ → 農林 → 甲賀市農業委員会



伊
賀
市
農
業
委
員
会
と

３
回
目
の
交
流
会
を
開
催

　

今
回
で
3
回

目
と
な
る
甲

賀
・
伊
賀
の
両

市
の
農
業
委
員

会
役
員
に
よ
る

交
流
会
が
平
成

26
年
6
月
6
日

に
甲
賀
市
で
開

催
さ
れ
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
水

口
町
虫
生
野
地

先
の
Ｊ
Ａ
農
場

か
ら
新
規
就
農

者
へ
貸
し
出
さ

れ
た
圃
場
で
の

玉
葱
の
生
育
状
況
を
視
察
し
、
そ
の
後
、
信
楽
町
黄

瀬
の
（
農
）
黄
瀬
営
農
組
合
を
訪
れ
、
農
業
委
員
で

も
あ
る
同
組
合
代
表
の
福
山
和
育
氏
よ
り
説
明
を
受

け
な
が
ら
施
設
見
学
を
行
い
、
引
き
続
き
意
見
交
換

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
農
業
委
員
の
改
選
年
で
も
あ
り
、
ま
た
、

国
で
は
農
業
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
議
論
が

な
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
両
市
の
農
業
委
員
会

活
動
に
つ
い
て
の
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

米
の
食
味
に
関
し
て
は
、関
係
機
関
等
に
よ
り
コ
ン

ク
ー
ル
や
品
評
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
農
業
委
員

の
中
で
も
、こ
ま
め

な
水
管
理
に
よ
り
、

近
江
米
振
興
協
会

主
催
の
平
成
25
年

度
近
江
米「
秋
の

詩
」食
味
コ
ン
ク
ー

ル
で
は
藪
芳
治
委

員（
甲
賀
町
滝
）が

最
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
、Ｊ
Ａ
こ
う
か

特
別
栽
培
米
生
産

部
会
の
平
成
25
年

産
米
の
品
評
会
で

は
谷
口
治
寛
委
員

（
信
楽
町
宮
町
）が

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
部
で

最
優
秀
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

農
地
中
間
管
理
機
構
の
活
用
に
は

「
人・農
地
プ
ラ
ン
」の
策
定・

見
直
し
が
大
事
で
す

良
食
味
米
生
産
の
コ
ツ
は

こ
ま
め
な
水
管
理
で
す

5
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平
成
26
年
度
か
ら「
農
林
水
産
業
・
地
域
の
活
力
創

造
プ
ラ
ン
」と
称
し
て
、４
つ
の
改
革
す
な
わ
ち
、①
農

地
中
間
管
理
機
構
の
創
設
、②
経
営
所
得
安
定
対
策
の

見
直
し
、③
水
田
フ
ル
活
用
と
コ
メ
政
策
の
見
直
し
、

④
日
本
型
直
接
支
払
制
度
の
創
設
が
打
ち
出
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。②
③
④
は
、内
容
が
少
し
変
わ

り
ま
す
が
、い
ず
れ
も
従
来
の
旧
戸
別
所
得
補
償
制
度

や
水
田
フ
ル
活
用
政
策
、中
山
間
地
直
接
交
付
制
度
、

世
代
を
つ
な
ぐ
農
村
ま
る
ご
と
保
全
向
上
対
策
の
継

続
で
あ
り
、新
規
と
言
え
る
の
が
、農
地
集
積
の
た
め

の「
農
地
中
間
管
理
機
構
」で
あ
り
ま
す
。

　

滋
賀
県
で
は
、「
公
益
財
団
法
人　

滋
賀
県
農
林
漁

業
担
い
手
育
成
基
金
」が
管
理
機
構
と
し
て
指
定
さ

れ
、7
月
1
日
か
ら
農
地
中
間
管
理
事
業
を
行
う
こ
と

と
な
り
ま
す
。（
一
部
は
、市
町
へ
委
託
予
定
）

　

機
構
は
、農
家
か
ら
直
接
農
地
を
借
り
て
、一
定
規

模
の
面
積
に
ま
と
め
て
地
域
の
担
い
手
に
貸
し
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、借
り
た
農
地
と
借
り
る
人（
受

け
手
）を
組
み
合
わ
せ
る「
農
地
利
用
配
分
計
画
案
」

は
市
・
農
業
委
員
会
・Ｊ
Ａ
が
連
携
し
て
策
定
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

　

農
地
集
積
に
は
、農
地
法
や
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
法
が
あ
り
ま
す
が
、中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
の
集

積
が
出
し
手
協
力
金
等
の
助
成
金
の
対
象
と
な
り
ま

し
た
。ま
た
、受
け
手
は
地
域
の
担
い
手（
認
定
農
業

者
、集
落
営
農
、新
規
就
農
等
の
新
規
参
入
者
）と
な

り
ま
す
が
、そ
の
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、「
人
・
農
地
プ

ラ
ン
」が
農
地
政
策
の
基
礎
で
あ
る
こ
と
か
ら
重
要
視

さ
れ
ま
す
の
で
、機
構
の
活
用
や
農
地
の
集
積
の
成
否

は
、「
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」の
策
定
と
定
期
的
な
見
直
し

の
推
進
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

（
Ｍ
）

（
Ｍ
）

（
Ｔ
）

（農）黄瀬営農組合の食育畑の視察



　
今
年
７
月
に
は
農
業
委
員
の
改
選
が
あ
り
、
平

成
２３
年
か
ら
の
広
報
編
集
委
員
で
の
発
行
は
最
後

と
な
り
ま
す
。
こ
の
３
年
間
で
は
、
紙
面
を
４
ペ
ー

ジ
か
ら
６
ペ
ー
ジ
に
増
や
し
、
農
地
部
会
は
遊
休

農
地
対
策
、
農
政
部
会
は
獣
害
対
策
と
し
て
シ
リ

ー
ズ
化
し
ま
し
た
。

　
国
の
政
策
転
換
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
の
影
響
で
農
業

を
取
り
巻
く
環
境
が
益
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、
取

材
に
応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ
ん
の
農
業
者
の

方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
農
業
委
員
会
だ
よ
り

の
紙
面
の
充
実
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
農
業
者
の
皆
様
に
有
益
と
な
る
情
報

を
発
信
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。     （
Ｎ
）
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　東京で９年間、プロのミュージシャンとして活動されていま
したが、３年前に信楽に帰郷され、農業をされていた父を手
伝っているうちに農業に魅力を感じて就農されました。　
　安全で安心なこだわり野菜の栽培のために、三重県の有
機無農薬栽培をされている法人で１年間勉強され、現在で
は、ハウスと露地でトマト、ほうれん草、ピーマン、ナス、キュ
ウリ、じゃがいも、にんにく、玉葱、白ネギなど多品種を栽培
されています。当初は販路で苦労されたようですが、仲間や
妻の静香さんの支えもあり、今ではＪＡをはじめ、大阪など
都市部へも出荷されています。また、取引先の飲食店の中
でお客さんに直接野菜を買ってもらえるインショップも予定
をされています。
　農場は、子どもたちも遊べるような場所にしたいという思
いで「虹色スマイル農場」と名付けられました。
　信楽は高地で農作物の味が良いので、信楽を高原野菜の
産地にしたいという夢を実現するために、その足掛かりにな
れるような取り組みをしていきたいと話されていました。

木村　裕則さん、静香さん
（信楽町神山の農場で）

新規就農者紹介

■発行日　毎週金曜日
■購読料　１ヶ月 600円
■申　込
　　農業委員会事務局
　　または地区農業委員へ

JAこうか営農振興課

農業って素晴らしい農業って素晴らしい

（Ｔ）

第６７回関西茶業振興大会
　今年は「第67回関西茶業振
興大会」が甲賀市で開催されま
す。品評会が８月にＪＡこうか
で行われ、10月に甲賀市あい
の土山文化ホールで表彰が行わ
れる予定です。市内茶農家の上
位入賞が期待されます。

第６７回関西茶業振興大会


